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研究成果の概要（和文）： 
 
焼畑農業とサゴヤシデンプン抽出を営んでいる伝統的農村が新しい農業としての水稲栽培を受 
け入れる要因について、インドネシア国南東スラウェシ州で調査を実施した。これを通して水
稲栽培が持続されるための農村社会の変容要因についても分析した。調査の結果、水稲栽培は
外部者（技術を持った移住民族等）から導入されたもので、水稲技術が定着するためには技術
を持った人の存在が必要であることが判明した。また、水田が持続されない場合には、彼らに
とって栽培が容易で、初期投資が少なく、かつ、換金性の高い畑作物や永年作物栽培に固守す
ることが判明した。この理由としては伝統的農村で貨幣経済が浸透することより、農業がより
専業化される傾向にあることが判明した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
It is investigated about the factor which a traditional farm village accepts the paddy rice 
culture as a new agriculture instead of slash-and burn agriculture and agriculture which is 
performing sago palm starch extraction in the Southeast State, Indonesia. It is also 
analyzed about the change factor of rural society to sustain paddy rice through this. 
As a result of the investigation, it was observed that paddy rice culture was introduced by 
external people (migration race with paddy rice culture technology etc.), and in order to 
establish paddy rice technology, it became clear that the existence of people with technology 
is required. Moreover, main factors for non-sustainability of paddy field was persistence of 
farmers to cultivation of field crops and perennial crops which are easy to take care, need 
small initial investment and bring high cash income. From this, it could be argued that for 
money-based economy to permeate the traditional farm village there has to be a tendency 
for agriculture to be special-occupation-zed. 
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１．研究開始当初の背景 
インドネシアではジャワ島以外の東部地

域では依然、伝統的農業が営まれているが、
急激な近代化が図られている。農業開発プロ
ジェクトは貧困削減を目的に新しい技術を
伝統的農民に導入しているが、必ずしも成功
しているわけではない。原因の多くは新しい
技術が伝統的農村社会に適応できず、新しい
生産システムが農民に移転できない場合に
起こる。この理由は単純ではなく、社会、営
農・経済、資源環境などの多くの要因が考え
られる。 

南東スラウェシ州では 1991 年に日本の
ODA により農業・農村総合開発が実施され
た。このプロジェクト景観をもとに技術移転
と農村社会変容について研究が行われた。同
州では先住民トラキ人は伝統的に丘陵地で
焼畑を行い、陸稲、雑穀、トウモロコシ、イ
モ類を栽培し、低地に自生するサゴヤシから
の澱粉を抽出し、食糧にしてきた。 

インドネシア政府は農業の近代化として
この地域に水稲栽培を拡大する計画を立て
た。そのために、サゴヤシ林が伐採されて水
田に転換される地域が増えていった。しかし、
プロジェクトが実施されたトラキ人の村が
必ずしも水稲栽培を持続しているわけでは
ない。 
 いままでの調査結果から水稲栽培が持続
しているのは稲作技術を持つジャワ、バリ等
からの国内移住民がいる村で、トラキ人だけ
の村では水田耕作は持続されていなかった
ことがプロジェクト終了から 10 年後の調査
で判明した。このことから、農業の近代化に
は単なるプロジェクトとしての物理的な投
入だけでは効果が十分でないことが判明し
ている。この地での農村開発の成功には伝統
的資源の主要作物であるサゴヤシと陸稲か
ら水稲栽培に移行するための農民の技術と
ニーズを解明しなければならず、伝統的農業
の潜在的形態、環境が大きく影響するであろ
うとの着想に至った。 
 伝統的資源であるサゴヤシは山本、江原に
よって科学的に特徴が解明されつつあるが、
農村環境資源としての位置づけについての
研究が少なく重要である。また、農業システ
ムが変わることで農村社会が受けるインパ
クトは日常生活の変化として捉えることで
持続性を判断できる。これは経済要素を含ん
でおり、伝統的農村が持続して自立できる条
件を解明することが必要であったことが背

景にあった。 
 そこで、本研究は社会、経済、環境条件と
新たな農業形態の形成について学際的に研
究する必要があった。また、開発の立場で焼
畑、サゴヤシの伝統的農業から水稲栽培への
変容要因を調査し両農業の特徴を解明する
ことが今後の水稲栽培の持続性につながる
と考えた。スラウェシ島における民族は独自
の文化を持っており、プギス人における農村
開発の研究は進められているが、トラキ人の
伝統的社会はまだ十分に調査されておらず
本研究は貴重なものとなると考えている。本
研究で伝統社会の詳細調査とプロジェクト
が実施した農業開発インパクト（農業技術も
含む）を分析し、伝統村の開発要因を解明す
ることで農村環境の変容を学際的に分析す
る必要があった。 
 
２．研究の目的 
本研究は伝統的農村で開発プロジェクト

活動を実施した後にどのような変容をもた
らしたかを、社会的、経済的、資源管理の視
点から学際的に調査するものである。この調
査により、農村変容の要因と焼畑・サゴヤシ
採集農村から水田耕作農村への変容条件を
学際的に分析するとともに、村の資源環境の
変化と農民の生活変化（食生活等）を加えて、
村の変容要因を分析する。特に水稲栽培は近
代的農業として技術を必要とされている農
業と位置付けにある。一方、伝統的農業の中
でもサゴヤシ農業を行う農民が少なくなる
中で、水稲栽培に移る農家の条件を解明する
ことで、農業の変容要因を解明する。特に水
稲栽培技術がプロジェクト活動で導入され
た村において、栽培の持続性を調査して、持
続性が保たれている村と保たれていない村
を比較しながら持続の条件を分析する。これ
らの村の変容では先住民トラキ人と移住民
のブギス人、ジャワ人等の関係を解明する。 
 
３．研究の方法 
本研究は焼畑・サゴヤシ農業がおこなわれ

ている地域である、インドネシア東部に位置
する南東スラウェシ州を研究サイトとした。
同地域は１９９１年から１９９７年に亘り
ＯＤＡ、ＪＩＣＡで「南東スラウェシ州農業
農村総合開発計画プロジェクト」が実施され、
農村開発がすすめられた。 
研究は技術の定着に及ぼす要因として単

なる導入、普及というインプット分析だけで



なく、技術定着を可能とする要因を調査する
ことである。開発のインプットされた対象地
域のプロジェクトが終了後 10 年を経過し、
開発の効果を見ることが可能になったこと
から、同地域で現地調査を実施する。 

この調査結果をプロジェクト終了直後の
データと比較して変容形態を明確化して、そ
の要因について分析を行う。 
１）研究対象地区 
インドネシア国南東スラウェシ州旧クンダ
リ県の 1991 年から実施した JICA 農村農業総
合開発計画の対象地域の 8村を調査対象村と
した。さらにこの 8村から第一次の調査結果
を受けて、特徴ある 3村（キヤエア村、サブ
ラコア村、ラロバオ村）について詳細な調査
を実施した。 
２）調査手法と分野 
 事前に 1991 年から実施したプロジェクト
ついて、報告書、資料から実施した活動のレ
ビューを行った。この結果を受けて、下記の
項目について、関係者へのインタビュー、質
問票による調査、踏査による確認による現地
農村調査を実施した。 
①JICA プロジェクトの 15 年後の農村インパ
クト調査（施設、組織、水管理組合） 
②村にける経済の変化調査 
③村の食、生活の調査 
④村の水稲栽培の実態調査、及び消費、マー
ケティングの調査 
⑤陸稲、畑作物の栽培調査と利用 
⑥農民のサゴヤシ農業の運営と現状調査 
⑦サゴヤシデンプンの消費と 
⑧先住民トラキ社会の実態調査 

上記調査結果を受けて、対象 8村から水稲
栽培が継続されている村、栽培が拡大してい
る村、栽培が中止されている村の 3村につい
て詳細調査を行った。 

この詳細調査を通して、水田が持続してい
る理由と持続できなかった要因を農学の作
物栽培の視点、農業経済、農村社会、民族学、
社会組織学、開発学の視点でから分析を行っ
た。 
４．研究成果 
調査結果 

サゴヤシ利用の農業の変容をインドネシ
ア南東スラウェシ州の伝統的農村を事例と
して調査してきた。対象地には先住民のトラ
キ人がおり、ブギス、ジャワ、バリ人が移住
者として住み始めた。移住者は水稲栽培技術
を有しており、定住地に水田を広げている。
1991 年に JICA による農業開発協力プロジ
ェクトが導入され、水稲栽培が 8 農村で改良
農業として導入された。プロジェクト終了後
から約15年後の2008年からプロジェクトイ
ンパクトとして水田耕作の持続性を調べ、こ
の地域の農業・農村の変容を調べた。表１に
プロジェクトの 15 年後の村の水田の状況を

まとめた。 

村名/ 水田
ha1) 耕作者の民族構成2) 20083) 灌漑施設、水田の利用状況

ラノメト 183 先住民＋ジャワ＋ブギス他 継続 一部水路が破壊、休耕田がある

パランガ 127 先住民＋ブギス 継続 施設管理もよい

キヤエア 183 先住民＋ブギス 継続 施設管理もよい

ラプル 363 先住民＋ブギス＋ジャワ 継続 一部施設の破壊もあるがよい

ラロバオ 15 先住民＋（ブギス、後から） 増加 水田の拡大が見られる（100ha）

サブラコア 5 先住民 × 施設、水田は使用されていない

オネウラ 82 先住民 × 水稲栽培は2年前に中止

ラエヤ 21 先住民＋ブギス 増加 自主的な水田が広がっている

表1 プロジェクト終了後10年が経過した200８年の8村における水稲栽培状況

備考：１）2002年2月の水田面積（ha）
２）主な村の民族は先住民；トラキ、移住民；ジャワ、スンダ、バリ、ブギス、トラジャ

３）2008年に調査した時の水田の状況（増加：大きく増加していた、継続：使用されている、
×使用されていない。）

 
その結果、プロジェクトで実施した水稲栽培
は 8 村中 6 村で継続して実施していた。2 村
については実施していなかった。そこで元か
ら継続している村、していない村、初めて導
入されて継続している村の 3 村を抽出し、詳
細な農村調査と資源調査を行った。 

水稲栽培が元からあった村では水田拡大
も見られ、水利組合も必要に応じ活動してい
る。プロジェクトの施設は未だに有効に使用
されているという結果を得た。また、新規に
水田を取り入れ、現在も継続、拡大している
村では先住民に移住民のブギス人が加わっ
ていた。また、すでに水田の跡がなかった村
では畑作栽培、永年作物栽培が商業的農業と
して行われており、主食のサゴ澱粉、コメは
市場から買っていた。この結果から、サゴの
利用は継続しているがコメ消費のウェイト
大きくなってきている。先住民が水田耕作を
継続できる条件としては、経済性は無論のこ
と、農民の水稲に対する興味とニーズ及び継
続性には移住民のような稲作技術を知って
いる人の存在が必要であると要約できた。ま
た、農民は初期投資が少なく、栽培技術が複
雑でない畑作、永年作物が有利となれば水稲
に興味は持たず、換金作物栽培に行うことが
分かった。以前、村で個々に行っていた伝統
的サゴ農業は専門化が進み、澱粉抽出を行う
専門の数グループあり、市場に出荷していた。
また、陸稲は依然水田以外では栽培される重
要な作物となっているが、ほとんど自給用で、
水稲が商品作物となっている。 
このように伝統的農業から水稲栽培への

移行には栽培としての民族的な興味、市場で
の経済性、主食の変化によるところが大きい
と結論付けられた。 

 
考察 
１）水稲栽培が水稲栽培の経験を持たない伝
統的農村に導入される過程には、外部者（国
内移住者、日本兵士、開発プロジェクトなど）
の影響がある。また、持続的に水稲栽培を受
け入れるかは農民の「興味」と「ニーズ」に
よるところが大きい。 



２）「興味」とは新しい農業への期待と、近
代的農業への興味（原始農業から管理耕作農
業への転換） 
であり、「ニーズ」とは経済面からの高価値
作物への転換である。 
３）2009 年の調査結果から水稲栽培が持続
的に実施されていた村は水稲技術を有した
移住者の存在があった。 
４）先住民だけの村における水稲栽培は 2 ケ
ースにわかれた。 
①水田が持続できている村：ラロバオ村では
ブギス人が水田の一部を購入し水稲栽培を
行い、先住 
民トラキ族も共同で水稲栽培を行い、村の水
田面積が増大していた。 
②水田が持続できなかった村：オネウィラ村
ではプロジェクト後 10 年以上続いていた水
稲栽培が中止された。また、サブラコア村で
はプロジェクトの数年後には水稲栽培は中
止されている。 
５）水稲栽培は技術と初期投入が必要である
ことから、普及にはこれらの条件を満たす必
要がある。政府における普及体制の弱い国で
は、技術移転は他の民族や隣人から学んで覚
えるシステムが重要であることがわかる。 
６）先住民が水稲栽培を持続的に取り入れる
ためには、次の条件が必要であることがわか
る。 
①既存の農業と比べ先住民にとって水稲栽
培が魅力的であるか。 
i. 経済的に有利となるか。 
ii. 近代技術としての魅力 
②水稲のニーズがあるか。 
i. 主食としてのニーズ。 
ii. 換金作物としてのニーズ。 
③技術が得られるか。（普及システム） 
④初期投資の援助が得られるか。（プラウ機
械、肥料、農薬） 
⑤圃場整備と灌漑施設があるか。 
また、水稲栽培が持続できなかった場合の

原因を分析した。 
i. 期待される収量が上がらなかった。 
①初期投資の分の経費が得られない。 
②ハンドトラクターがないのでプラウがで
きない。 
③肥料、農薬がない。 
④ネズミの害 
⑤水が十分でない。 
ii. 現状の農業で水田に変わるほどの魅力、手
間がない。 
①十分な畑地がある。 
②永年作物のほうが容易である。 
iii. 圃場の確保ができない。 
①農地の販売（譲与） 
②兼業による土地の休耕 
 以上の結果を図 1にまとめた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 水田耕作が持続できる場合とできない
場合の要因分析 
 
これから判明したことは、水稲栽培の「生

産における障害」と「生産における興味とニ
ーズ」との関係でどちらの方が強いかで持続
性が決まる。もし総合的に生産に対する障害
の方が強い場合には継続していない。また、
生産に対する興味やニーズが障害よりも強
い場合は持続していると結論付けられる。
「障害」と「興味・ニーズ」の関係は総合的
に判断することになるが、1 要因欠如でもこ
の状態が毎年続く場合には持続性がなくな
ることが多いこと確認できた。残念ながらこ
れら要因を計量化することは本研究ではで
きなかったので、引き続き本研究を進める必
要がある。 
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